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に
あ
た
ら
歩
。
阿
閲
陀
人
を
召
て
打
し
む
る
陀
・
日
本
人
よ
り
却
て

制
乎
に
て
.
省
後
の
梅
へ
鉛
丸
を
打
や
り
ぬ
。
さ
し
も
の
脊
和
の
地
者

家
流
、
み
な
/
¥
乎
を
答
し
う
せ
り
。
若
命
世
の
名
人
あ
ら
ば
‘
帥肌

替
よ
も
一
自
主
保
ん
や
。
按
中
小
銃
の
巧
乎
大
勢
有
之
故
、
大
邸
主

=
一度
中
る
。
則
井
上
氏
K
命
あ
り
て
此
誌
を
粉
絞
せ
し
む
。
且
多
く

大
統
を
作
ら
し
め
給
ム
。
近
世
の
巧
乎
は
・
共
時
分
陀
十
倍
し
て
脊

巧
E
施
す
事
勝
て
閉
が
た
し
。
究
永
年
中
肥
前
閤
耶
蘇
一
撲
の
時
、

大
統
主
用
ふ
と
い
へ
苫
も
、
共
術
未
批
判
の
故
.
九
州
の
賭
侯
連
披
銃
を

還
し
て
城
主
抜
か
む
と
す
れ
ど
も
、
巧
手
な
く
し
て
共
的

E
失
ひ
披

用
に
不
足
な
り
。
此
器
出
て
長
短
の
兵
弓
日
常
と
も
に
皆
既
す
る
に

t

b

Jv
v

t

 

似
た
り
。
就
中
迎
披
銑
大
銑
に
巧
妙
の
人
あ
ら
ば
‘
械
に
前
人
陀
敵

す
と
も
去
べ
し
。
東
照
宮
帥
同
地
の
師
筒
井
上
外
記
遮
縫
は
・
よ
く
前

斤
の
大
銃
を
一
二
人
民
て
是
主
放
っ
。
共
巧
機
捷
都
大
敵
を
相
官
く
の

功
あ
り
。
醐
…
山
町
一
叩
五
一
脚
組
出
品
長
十
六
年
八
月
十
三
日
浅
間
の
山
民
登

り
、
的
を
二
町
外
に
か
け
て
手
自
大
銑
を
射
給
ム
事
、
三
度
に
し

τ

に
し
ら
れ
宇
、
忠
義
に
あ
ら
ざ
れ
ば
是
を
脅
は
じ
と
究
悟
す
べ
し
。

一
、
鳥
銃

の
功

用

Q
銃
は
一
辺
世
の
兵
器
、
月
一
点
年

L
K
K
名
人
競
出
で
、
次
第
陀
古
流
は

可
制
小
敵
程
四

或
大
名
時
刊
糾
刊
の
場
に
て
大
な
る
猿
の
、
共
長
七
尺
計
左
る
が
出
て
、

列
卒
を
引
裂
き
殴
殺
し
.
自

mAE奪
取
て
尚
樹
に
上
り
向
。
廿
問
主
怒

も
共
精
妙
に
不
可
恥
。
口
ハ
恨
む
ら
く
は
共
功
を
し
る
人
の
少
き
都
E
。

一
、
抱
の
周
は
弓
に
勝
る

ふ
べ
し
。
陣
晶
画
城
挫
を
焚
務
し
、
竪
附
仰
を
挫
音
大
鑑

E
M叫
す
も
亦
此

術
陀
献
唱
の
優
る
も
の
な
し
。
或
は
庇
舶
の
巡
逃
す
る
を
・
帆
を
抽
出
て
孤

舟
と
な
す
の
事
、
様
々
無
窮
の
妙
術
あ
り
。
耕
一
…
…
一
誠
一
町
内
一
日
同
い
句
句
中

車
内
V

ロ

&
7

惑
の
住
陀
地
鱈
天
縫
州
地
仰
狼
機
等
の
名
欽
あ
り
。
敷
地
の
一
一
刻
な

り
。
愚
首
世
を
以
て
訟
も
ふ
K
、
本
朝
に
名
人
あ
る
一
品
、
南
援
と
云
ど

乎
来
ら
ば
共
銃
を
以
て
可
打
と
筑
勢
を
は
げ
ま
す
。
敢
て
入
者
な'P

 

し
。
一
一
附
自
主
経
て
捕
手
、
細
間
導
を
先
に
立
て
都
て
八
人
、
一

騎
歩

の
細
道
を
連
り
行
。
彼
者
帥
同
地
主
窓
の
住
民
〈

L
U
付
て
、
前
後
の

'7
'
 

規忠一

E
直
し
て
稲
田
し
け
る
に
、
分
割
阻
の
矢
つ
ぼ
を
は
づ
さ
・
千
八
人
の

府
民
中
を
打
徽
し
け
り
。
十
目
玉
さ
へ
如
此
。
巳
上
の
大
功
を
訟
も

柑
尚
治
年
中
肥
前
州
唐
津
訟
に
沿
い
て
、
人
主
討
て
立
退
く
武
士
あ

り
。
三
十
目
玉
の
鋭
勉
に
玉
祭
主
納
て
橋
之
、
民
屋
に
か
け
入
、
道

担
ぐ
事
数
月
に
し
て
年
を
越
え
た
り
。
松
平
豆
州
の
共
功
を
知
る
に

よ
り
、
一
世
の
内
家
鹿
児
鈴
胞
を
朝
日
絞
せ
し
め
ら
る
弘
事
最
た
り
。
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